
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園長 茂木 尚子  

３歳児○園生活のリズムを取り戻し、生活に必要なことに自分から取り組もうとする。 

        ○正月遊びを教師や友達と一緒に楽しむ。 

        ○戸外で体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

        ○友達や教師に自分の思いを伝えようとしたり、なりきって遊ぶ中で、言葉のやりとりを楽しんだりする。 

４歳児○様々な正月遊びや昔遊びに友達と一緒に取り組んだり、遊び方を試したりして、戸外で元気に遊ぶ。 

○冬の自然を見付けたり、体を動かしたりして、戸外で元気に遊ぶ。 

５歳児○友達と相談したり協力したりして、同じ目的をもって遊びを進める。 

○自分の目標に向け粘り強く挑戦したり、友達と励まし合ったりしながら、いろいろな遊びを楽しむ。 
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力強く、温かい気持ちに支えられて進む 

新しい年が始まりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、昨年 12月には、来年度の保護者会役員を決める話し合いが行われました。事前に

手紙を配布し、当日は口頭で趣旨や仕事内容等について現役員さんより説明がありました。

質疑応答の後に、一人一人の保護者が自分の思いを話すことになりました。私はその様子を

見学させていただきましたが、本当に驚くべき光景でした。 

以前保護者会長をされた方が「何でもやります」と明るく口火を切ったことを皮切りに、「で

きる限り協力したい」「人前に出るのは得意ではないけれど、できる範囲で」「子供たちが安全

で楽しく過ごすことができるのであれば、何でもやりたい」と、次々に協力する気持ちを話して

くださったのです。今年度の役員の方も「役員を務めることができてよかった。来年もできる限

り協力したい」というお話や、仕事等の予定がある方からも「協力したい」という申し出があり

ました。 

それぞれに事情がおありだったことと思いますが、保護者全員が、保護者会役員決めを他

人事ではなく、自分のこととして受け止めて、『できることをやっていこう』という気持ちが集ま

ったことに、本当に嬉しい気持ちでいっぱいになりました。 

「PTAの活動になかなか協力してもらえない」「役員のなり手がいない」という声を外部から

聞くことがあり、実は役員決め当日はハラハラ、ドキドキの気持ちでした。しかし、杞憂に終わ

り、新役員は立候補ですぐ決まりました。保護者の高い意識を目の前で感じ、青南幼稚園を

支えてくださる保護者の、力強く温かい気持ちに、心から感謝の気持ちがあふれてきました。 

その気持ちに、私たち教師は応えなければいけないと思います。保護者の熱い気持ち、地

域の方の温かい支えを受けて、教育に携わることのできる幸せをかみしめつつ、一人一人の

教師が教育力の向上に向けてさらに努力していくことが、今、私たちに求められていると感じ

ます。すべての子供たちが、幼稚園でもっと楽しく遊び、真剣に学び、友達と一緒に心豊かに

すくすくと育っていくことができるように、心新たに、力を合わせて、精一杯努めていきます。 

 

 

保護者や地域の方のご協力で 

 

もちつき 

 

誕生会でのリコーダー演奏 

 

ハッピーコンサート 

 

近所の花屋で季節の花を買う 
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